
国
交
省
緊
急
災
害
対
策
本
部

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定

点
検
・
診
断
へ
ド
ロ
ー
ン
活
用

イ
ン
フ
ラ

国
民
会
議
連
続
セ
ミ
ナ
ー
で
情
報
交
換

全
管
連
推
薦
者
ら
栄
誉

国
交
省

春
の
叙
勲
伝
達
式

国
土
交
通
省
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
（
本
部
長
・
石
井
啓
一
国
交
相
）
は
五
月
七
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

防
災
セ
ン
タ
ー
で
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る
初
の
大
規
模
な
訓
練
を
実
施
し
た
。
同
省
を
は
じ
め
気
象
庁
や

関
係
地
方
整
備
局
な
ど
が
参
加
し
、
地
震
発
生
に
よ
る
大
規
模
で
広
範
囲
な
被
害
を
想
定
し
て
発
災
時
の
参
集
体

制
や
災
害
情
報
の
収
集
・
伝
達
・
共
有
体
制
な
ど
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
厳
重
な
監
視
に
継
続
し
て
努

め
る
と
と
も
に
、
住
民
や
関
係
機
関
な
ど
へ
適
時
・
的
確
に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
駿
河

湾
か
ら
日
向
灘
沖
に
か
け
て

の
プ
レ
ー
ト
境
界
を
震
源
域

と
し
て
お
お
む
ね
百
〜
百
五

十
年
間
隔
で
繰
り
返
し
発
生

し
て
き
た
大
規
模
地
震
。
前

回
の
地
震
発
生
か
ら
七
十
年

以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
広

範
囲
で
重
大
な
被
害
が
生
じ

る
激
震
の
発
生
の
危
険
性
・

切
迫
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

気
象
庁
は
南
海
ト
ラ
フ
（
地

形
）
沿
い
の
プ
レ
ー
ト
境
界

で
発
生
す
る
地
震
や
地
殻
変

動
な
ど
を
二
十
四
時
間
体
制

で
観
測
・
監
視
し
て
お
り
、

通
常
と
は
異
な
る
異
常
な
現

象
を
検
知
し
た
ら
臨
時
情
報

を
発
表
す
る
構
え
だ
。

当
日
の
訓
練
に
は
緊
急
災

害
対
策
本
部
か
ら
石
井
本
部

長
、
毛
利
信
二
副
本
部
長
・

国
土
交
通
事
務
次
官
ら
が
集

結
。
昨
年
十
一
月
一
日
に
運

用
が
開
始
さ
れ
た
気
象
庁
の

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連

す
る
情
報
」
の
発
表
を
想
定

し
、
同
省
、
気
象
庁
、
地
方

整
備
局
な
ど
の
連
携
に
よ
る

一
連
の
対
応
を
本
番
さ
な
が

ら
に
繰
り
広
げ
た
。

具
体
的
に
は
①
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
地
震
発

生
後
②
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

関
連
す
る
情
報
（
臨
時
）
の

発
表
③
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９

ク
ラ
ス
の
地
震
発
生
後

の
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け

て
訓
練
を
展
開
。
フ
ェ
ー
ズ

１
で
は
発
災
直
後
の
情
報
収

集
・
伝
達
・
共
有
の
体
制
と

手
段
に
関
す
る
課
題
の
抽

出
、
フ
ェ
ー
ズ
２
で
は
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
関
す
る
情
報

が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
同
省
と
地
方
整
備
局
な

ど
に
お
け
る
対
応
手
順
の
確

認
、
フ
ェ
ー
ズ
３
で
は
現
場

か
ら
直
接
の
情
報
収
集
体
制

・
手
段
や
地
方
整
備
局
間
の

広
域
連
携
体
制
の
確
認
な
ど

を
行
っ
た
。

石
井
本
部
長
は
「
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
、
人
命
救
助

を
最
優
先
に
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
て
被
災
者
の
支
援

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
指
示
し
、
「
対

策
本
部
の
的
確
な
運
営
体
制

の
構
築
へ
当
省
の
総
力
を
あ

げ
て
迅
速
に
対
応
し
て
い

く
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

国
土
交
通
省
の
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
は

五
月
十
日
、
東
京
・
港
区
の

Ｊ
Ｒ
品
川
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
で

ド
ロ
ー
ン
×
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の

第
一
回
と
し
て
「
ド
ロ
ー
ン

の
電
波
利
用
技
術
に
関
す
る

動
向
と
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
国
立
研

究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究

機
構
）
の
研
究
開
発
動
向
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
や
事
例
紹

介
を
繰
り
広
げ
た
。
ド
ロ
ー

ン
（
小
型
無
人
航
空
機
）
に

よ
る
イ
ン
フ
ラ
点
検
・
診
断

技
術
の
試
行
・
導
入
を
支
援

す
る
た
め
、
行
政
担
当
者
や

民
間
事
業
者
の
活
発
な
情
報

交
換
の
場
と
し
て
順
次
開
催

し
て
い
く
。

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

国
民
会
議
は
未
来
へ
よ
り
よ

い
イ
ン
フ
ラ
を
引
き
継
げ
る

よ
う
産
学
官
が
連
携
し
、
革

新
的
技
術
の
発
掘
や
企
業
連

携
の
促
進
な
ど
に
努
め
て
い

る
。
企
業
関
係
で
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱（
大

下
元
社
長
）、積
水
化
学
工
業

㈱（
髙
下
貞
二
社
長
）、㈱
日

水
コ
ン（
野
村
喜
一
社
長
）、

㈱
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
星
野
達
朗
社
長
）、前
澤
工

業
㈱（
松
原
正
社
長
）な
ど
が

参
加
し
て
い
る
。

当
日
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
関

連
企
業
・
団
体
な
ど
約
二
百

二
十
名
が
参
加
。
冒
頭
、
鈴

木
学
同
省
総
合
政
策
局
事
業

総
括
調
整
官
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
本
セ
ミ
ナ
ー
は
四
回

予
定
し
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
が
未
来
の
協
創
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
関
係
省
に
よ
る

説
明
や
有
識
者
の
基
調
講
演

が
行
わ
れ
、
各
企
業
・
団
体

が
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
事
例
を

紹
介
し
た
。

国
土
交
通
省
は
五
月
九

日
、
東
京
・
港
区
芝
公
園
の

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
平

成
三
十
年
春
の
叙
勲
伝
達
式

を
行
っ
た
。
本
紙
関
係
で
は

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
の

推
薦
者
が
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
す
る
な
ど
晴
れ
の
栄
誉
に

輝
い
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

当
日
の
伝
達
式
で
は
石
井

啓
一
国
交
相
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
皆
さ
ま
は
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
顕
著

な
功
績
を
残
さ
れ
た
。
そ
の

輝
か
し
い
歩
み
に
心
よ
り
敬

意
を
表
し
、
お
喜
び
申
し
上

げ
る
。
人
口
減
少
や
高
齢
化

に
加
え
、
巨
大
災
害
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
る
な
ど
、
わ
が

国
は
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
防
災
・
減
災
へ
の

取
り
組
み
や
老
朽
化
し
た
イ

ン
フ
ラ
施
設
の
更
新
な
ど
を

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ま
の
ご
貢

献
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
、
参
集
し
た
受

章
者
を
称
え
た
。

情報収集・伝達・共有体制など確認

東京プリンスホテルで開催

石井本部長

業界関係者ら２２０名参加
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